
大阪大学山内直人ゼミ論文一覧
○＝参加　◎最＝最優秀賞　◎一＝１席（最優秀）　◎優＝優秀賞　◎特＝特別賞　◎佳＝佳作　

◎分＝分科会賞　◎十＝上位10　◎析＝分析賞

番号年度 論文タイトル 懸賞 ISFJ WEST

126 2017 ？

125 2017 ？

124 2017 ？

123 2016 公立病院改革は病院の経営効率性を高めたか ◎分 ◎優・分
122 2016 地方議会のジェンダーバランスに関する実証分析 ◎分 ◎分
121 2016 万引き再犯の要因と抑止策に関する実証分析 ◎分 ◎分
120 2015 労働者のメンタルヘルス向上を目指して～職場環境要因に着目したパネルデータ分析 ◎優 ◎優・析
119 2015 子育て環境の充実と住まいに関する一考～東京圏市区町村別パネルデータを用いた実証分析 ◎分 ○
118 2015 奨学金返還延滞問題解決を目指して～個票データを用いた奨学金延滞に関する実証分析 ◎分 ◎分
117 2014 義務教育における教育政策の再考  ○ ○
116 2014 喫煙依存者の社会経済的特徴～JGSS2010を用いた実証分析 ◎一 ○ ○
115 2014 健康寿命延伸による新たな高齢社会対策～都市部の課題解決に向けて～ ○ ○ ◎分
114 2014 女性の政治過小代表是正に向けて～全国市区データを用いた実証分析～  ○ ○
113 2013 国際競争力向上のための英語政策～TOEFLスコア及びJGSS個票データを用いた実証分析～◎佳 〇 〇
112 2013 世代別選挙制度の導入～世代間格差の是正に向けて～ 〇 〇 ◎優・分
111 2013 家族介護は介護者のQOLを下げるか 〇 〇 ◎分
110 2013 社会経済的インセンティブはﾞ献血意欲を増加させるか 〇 ◎分 ◎優・分
109 2013 医療訴訟の限界と代替手段としてのADR～医療訴訟を例に～ 〇 〇 〇
108 2013 自殺の社会経済的要因とその対策のありかた 〇 〇 ◎優・分
107 2012 地震リスクが不動産価格に与える影響～東日本大震災前後の意識変化に注目して～ ○ ○ ○
106 2012 クラスター政策は地域を活性化したのか ○ ○ ◎優・分
105 2012 習熟度別授業・少人数学級は本当に学力を高めるか～TIMSS2007を用いた実証分析～ ○ ○ ○
104 2012 日本のスポーツ政策と国際競技力向上～オリンピックのメダル獲得数実証分析を用いて～ ○ ○ ○
103 2012 LCC参入が国内航空産業に与える影響～国内主要路線の運賃データを用いた実証分析～ ○ ○ ○
102 2012 急増する高齢者犯罪とその対応策：都道府県別パネルデータを用いた実証 ○ ○ ○
101 2011 日本人の幸福度決定要因～JGSS2008を用いた実証分析～ ○ ◎十 ○
100 2011 15歳時の家庭環境がその後の所得形成に与える影響～東大社研パネル調査を用いた実証分析～○ ○ ◎優

99 2011 訪日客誘致政策の再検討～DEAによる誘致効率性の測定とその要因分析～ ○ ◎十 ○
98 2011 電力のピークロードプライシングに関する実証分析 ○ ○ ◎優
97 2011 災害リスクが不動産価格に与える影響～液状化危険度を用いた実証分析～ ○ ◎分 ○
96 2011 どのような研究が特許に結びつくか～科研費データベースを用いた研究成果要因分析～ ○ ○ ◎優
95 2010 総合評価入札制度の効果と課題～三方良しの公共工事を目指して～ ○ ○ ○
94 2010 大学経営の効率性とその要因～DEAとTobit回帰を用いて～ ○ ○ ○
93 2010 開発途上国の幸福度の決定要因～世界価値観調査を用いた実証分析～ ○ ○ ○
92 2010 司法アクセスの拡充に向けて～パネルデータを用いた実証分析～ ○ ○ ◎優
91 2010 空港経営の効率性分析～DEAとTobit回帰を通じて～ ○ ○ ○
90 2009 出生行動の実証分析～第2子第3子出生の決定要因～ ○ ◎優 ◎優
89 2009 地域間学力格差の決定要因～全国学力調査を用いた実証分析～ ○ ○ ◎優
88 2009 高速道路無料化は正当化されるか～費用便益分析からみる料金制度の評価～ ◎優 ○ 　
87 2009 公立小中学校の耐震化はなぜ進まないのか～全市区町村のマイクロデータによる要因分析を用いて～○ ○
86 2009 公共事業支出は政治的要因に左右されるか～国庫支出金の政治経済分析を通じて～ ◎特 ○
85 2009 出生行動の実証分析　大卒女性が長時間働けるための条件～就職四季報女子版のマイクロデータを用いた実証分析～○ ○
84 2008 自治体のごみ処理政策に関する実証分析～包括的リサイクルシステムの構築～ ○ ○
83 2008 さらなる留学生獲得を目指して～大学・大学院に関する実証分析～ ○ ○
82 2008 法曹養成制度改革は司法の発展に貢献するか～法科大学院における生産関数の推計を通じて～○ ○
81 2008 日本の医療制度における受診機会の平等性と医療費負担感～回帰分析とカクワニ指数・支出比率を用いた分析～○ ○
80 2008 医師偏在解消に向けて～非金銭的インセンティブの定量的把握～ ○ ◎優
79 2008 私的録音補償金制度対象範囲拡大の是非～DRMに関する実証分析を通じて～ ○ ○
78 2007 ハイブリッド車の「真」の価格～ヘドニック・アプローチを用いた実証分析～ ○ ○
77 2007 介護サービス給付の地域間格差に関する実証分析～公平な介護保険制度の構築に向けて～○ ○
76 2007 保育所の民営化とサービス水準～確率的フロンティア生産関数を用いた実証分析～ ○ ○
75 2007 自治体病院改革～医療の質と効率性の両立を目指して～ ○ ○
74 2007 建築行為による外部不経済の定量的評価～日照時間・天空比を用いた実証分析～ ○ ◎優
73 2007 社会環境は少年犯罪に影響を与えているか～パネルデータを用いた実証分析～ ○ ○
72 2007 生活保護制度は受給者の自立を促しているか～福祉事務所のパネルデータを用いた実証分析～○
71 2007 CSR活動は企業の財務パフォーマンスを高めるか～経済的付加価値を用いた経済分析～ ○
70 2007 入札制度が公共工事の価格と質に与える影響～地方自治体への独自のアンケートを通じて～○
69 2006 不動産価格形成にみる住民の防災意識 ○ ◎優
68 2006 国立大学法人の今後のあり方～規模および範囲の経済性に関する実証分析を通して～ ○ ○
67 2006 地方交付税が中位投票者定理の成立に与える影響 ○ ○
66 2006 飲酒運転罰則強化の計量分析～道路交通法改正の政策効果～ ○ ○



65 2006 教育投資は地域間格差を是正するか～タイ県別データを用いた実証分析～ ◎優 ○
64 2006 寄附金控除制度のパネル分析～社会全体でつくる新たな公共のかたち～ ○ ◎優
63 2005 公営バス企業におけるソフトな予算制約問題の検証 ：繰入金は効率化を阻害しているか ○
62 2005 既婚女性の就業選択に関するプロビット分析　：意欲ある女性の就業支援を考える ○
61 2005 介護市場における供給者誘発需要仮説の検証 ◎優 ○
60 2005 交通指導取締りの事故抑止効果：交通事故の要因分析から ○
59 2005 入札制度の経済分析 ：公共工事の競争促進を目指して ◎特
58 2005 留学行動の経済分析 ：留学需要決定メカニズムの解明- ○ ○
57 2005 少子化対策の経済分析 ：市町村別データを用いた出生率要因分析から ○ ○
56 2005 IT投資が生産性に与える影響と政策の有効性 ○ ○
55 2005 大学院教育の経済分析　：マイクロデータを用いて実証 ○ ○
54 2005 ボランティア活動の計量分析 ：マイクロデータを用いてクラウド・アウト効果の検証 ◎優 ○
53 2004 投票行動の要因分析 ～投票率上昇による民意反映をめざして～ ○ ○
52 2004 司法制度改革の経済分析 ～効率的な紛争処理を目指して～ ○
51 2004 地方における政策選択手法の構築 ～GISとヘドニック・アプローチによる大阪府民の選好分析～◎特 ○
50 2004 企業の環境活動 ～企業の環境活動を市場は評価するのか～ ○ ○
49 2004 英語能力と経済成長の実証分析 ～英語教育の有効性を問う-～ ○
48 2004 多重債務についての考察 -自己破産者の行動要因分析を踏まえて- ◎優 ○
47 2004 薬価低下政策におけるジェネリック医薬品の役割 ～医療費高騰を食い止められるか～ ○ ○
46 2004 DEAによる国際空港分析 ～ハブ空港としての展望と政策提言～ ○
45 2004 軍事支出は経済成長を抑制するか ○ ○
44 2004 民主主義と経済成長 ～途上国への援助を考える～ ○
43 2003 起業の経済分析～ベンチャー政策の新しい道～ ○
42 2003 喫煙行動の経済分析 ○
41 2003 研究面からみた大学の生産性－DEAとTobit回帰による効率性比較－ ○ ○
40 2003 献血行動の実証分析～血液事業改革の方向を探る～ ○
39 2003 少年犯罪の経済分析～要因と対策を探る～ ○ ○
38 2003 震災復興の経済分析 ○
37 2003 ホームレス発生要因の計量分析 ◎優 ○
36 2003 私たちが見た、障害者雇用の今 ○
35 2002 企業の女性支援－保育サービスとの補完と今後の課題－ ○
34 2002 投資基準としての企業の社会的責任－社会貢献活動と企業収益との関係－ ○
33 2002 再就職市場における賃金決定―ハローワーク・データを用いた実証分析― ○
32 2002 違法駐車の計量分析‐犯罪抑止への経済学的アプローチ‐ ◎優
31 2002 スポーツは医療費を削減できるか～スポーツ振興の是非を問う～ ○
30 2002 ボランティア行動の決定要因 ○
29 2002 放送産業における公民並存体制の考察 ○
28 2002 ＪＡＬ･ＪＡＳの統合は消費者に利益をもたらすか ○
27 2002 JR における経営の現状と課題～DEA による私鉄との効率性比較～ ○
26 2002 電力産業の功罪と変革－完全自由化への３面アプローチ－ ○
25 2001 弁護士労働市場の経済分析 ◎優
24 2001 地域間デジタルディバイドの経済分析 ○
23 2001 政治的側面からみた公共投資 ○
22 2001 道路政策を通じた地域再分配は正当化されるか ○
21 2001 バウチャーの経済分析‐その政策効果と日本への導入可能性‐ ○
20 1998 企業寄付金と政治献金の経済分析 ◎優
19 1996 医師の労働市場分析 ○
18 1996 規制緩和のガソリン価格に与える影響 ◎佳
17 1996 規制緩和は航空運賃の低下をもたらすか ○
16 1996 最適課税論からみた酒税体系の評価 ○
15 1996 私立大学の経済行動‐高等教育市場における価格決定分析‐ ◎最
14 1996 病院における補助金政策の経済効果‐公的医療機関の効率性‐ ◎佳
13 1995 円借款と為替リスク ○
12 1995 ゴミ処理事業効率化の経済分析 ○
11 1995 社会資本の地域労働市場に与える影響 ◎佳
10 1995 住宅関連フリンジ・ベネフィットの経済効果 ○

9 1995 日本の所得分布‐不平等尺度による価格変動分析‐ ○
8 1995 パソコン市場における価格破綻‐ヘドニックアプローチによる品質調整済み価格指数の計測‐ ◎佳
7 1995 バブル崩壊は資産格差を縮小させたか‐世代間移転を考慮した資産格差分析‐ ○
6 1995 郵便事業における規制緩和の経済効果‐宅配便参入は何を変えたか‐ ◎佳
5 1994 医療サービスのサプライサイド分析 ○
4 1994 官僚の労働市場分析 ○
3 1994 高速道路の経済分析 ◎佳
2 1994 高等教育のリストラクチャリング ○
1 1994 通勤混雑の経済分析 ○


